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経
済
対
策
臨
時
福
祉
給

付
金
事
業
、
生
活
保
護
扶

助
費
事
業
に
係
る
補
正
な

ど
で
す
。

そ
の
ほ
か
歳
出
で
は
、

民
間
保
育
所
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
や
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
の
導
入
に
伴
う
補

助
金
、
２
室
分
の
学
童
保

育
室
施
設
等
整
備
に
係
る

補
助
金
の
新
規
計
上
。
ま

た
、
平
成
28
年
度
か
ら
の

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理

業
務
の
委
託
化
に
伴
う
債

※

務
負
担
行
為
の
設
定
な
ど

で
す
。

質　
疑

Ｑ

校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
等
業
務
委
託

に
つ
い
て
、
①
委
託
す

る
理
由
②
委
託
す
る
時

期
③
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
給
食
調
理
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

Ａ
　
①
市
の
調
理
士
数
は

退
職
し
て
も
代
わ
り
の

職
員
の
補
充
が
な
く
、

年
々
退
職
が
進
む
中
で
、

人
員
を
確
保
し
、
お
い

し
い
給
食
を
安
定
し
て

提
供
す
る
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。
人
員

の
確
保
と
調
理
業
務
に

専
門
業
者
の
民
間
ノ
ウ

ハ
ウ
を
導
入
し
、
学
校

給
食
の
質
と
安
全
性
を

維
持
す
る
た
め
委
託
を

12
月
定
例
会
は
11
月
22
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
24
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
提
出
さ
れ
た
27
件
の
議
案
を
、

い
ず
れ
も
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、
5

議
案
に
対
し
延
べ
8
人
の
議
員
が
質
疑
を
し
、
議
案
１

件
お
よ
び
請
願
２
件
に
対
し
４
人
の
議
員
が
討
論
を
行

い
ま
し
た
。

行
う
②
夏
休
み
期
間
中

を
利
用
し
て
調
理
機
器

等
の
取
り
扱
い
や
調
理

業
務
の
一
連
の
流
れ
の

引
き
継
ぎ
な
ど
準
備
を

十
分
に
行
い
、
平
成
29

年
の
２
学
期
か
ら
の
委

託
を
考
え
て
い
る
③
献

立
の
作
成
や
調
理
方
法
、

味
付
け
、
衛
生
管
理
な

ど
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
給
食
セ
ン
タ
ー
の

栄
養
士
が
行
う
。
こ
れ

ま
で
の
調
理
方
法
な
ど

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
含
め
栄

養
士
が
指
示
監
督
を
行

い
、
さ
ら
に
調
理
業
務

の
専
門
業
者
が
調
理
を

行
う
こ
と
か
ら
、
変
わ

ら
ず
質
の
高
い
学
校
給

食
を
提
供
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。 

▲学校給食センター

Ｑ

育
所
等
に
お
け
る

業
務
効
率
化
推
進

事
業
費
の
具
体
的
内
容

は
。

Ａ
　
保
育
士
の
業
務
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
保
育
園
で
の

書
類
作
成
等
の
業
務
に

お
い
て
情
報
通
信
技
術

を
活
用
す
る
も
の
で
、

保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ

ム
等
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

や
機
器
の
リ
ー
ス
料
、

備
品
購
入
費
な
ど
、
導

入
に
必
要
と
な
る
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
も

の
。
ま
た
、
事
故
防
止

等
の
た
め
の
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
の
導
入
を
図
る
も

の
で
、
児
童
が
食
事
や

午
睡
を
行
う
場
所
や
プ

ー
ル
、
水
遊
び
を
行
う

場
所
な
ど
、
事
故
が
起

き
や
す
い
場
所
に
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ

設
さ
れ
る
学
童
保

育
室
は
。

Ａ
　
今
回
の
学
童
保
育
室

施
設
等
整
備
補
助
金
は
、

平
成
29
年
４
月
に
開
設

す
る
民
間
学
童
保
育
室

の
施
設
改
修
へ
の
補
助

を
実
施
す
る
も
の
で
、

一
室
は
、
現
在
、
中
町

１
丁
目
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
運
営
の
民
間
学
童

保
育
室
が
中
町
２
丁
目

に
移
転
し
、
定
員
25
人

か
ら
45
人
に
拡
大
し
て

開
設
を
予
定
し
て
い
る

も
の
。
も
う
一
室
は
同

法
人
が
中
町
１
丁
目
の

戸
田
東
小
学
校
近
隣
に

新
た
に
22
人
定
員
で
開

設
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ

活
保
護
扶
助
費
の

補
正
額
が
多
額
に

な
っ
た
理
由
は
。

Ａ
　
急
増
し
て
い
る
背
景

と
し
て
は
、
受
給
者
に

お
け
る
75
歳
以
上
の
割

合
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

医
療
費
に
つ
い
て
は
、

生
活
保
護
世
帯
に
限
ら

ず
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

医
療
の
高
度
化
、
さ
ら

に
高
額
薬
剤
の
認
可
に

よ
る
増
加
が
言
わ
れ
て

い
る
が
、
と
り
わ
け
病

気
や
障
害
な
ど
で
医
療

の
必
要
性
が
高
い
生
活

保
護
世
帯
の
医
療
扶
助

は
大
き
く
影
響
を
受
け

て
い
る
。
さ
ら
に
高
齢

の
生
活
保
護
受
給
者
は

そ
れ
以
後
の
自
立
は
困

難
で
あ
り
、
高
齢
化
が

さ
ら
に
進
む
こ
と
で
、

長
期
の
入
院
や
介
護
施

設
へ
の
入
所
に
か
か
る

経
費
、
ま
た
、
入
所
に

よ
っ
て
世
帯
が
分
か
れ

る
た
め
、
生
活
扶
助
費

も
増
加
す
る
と
い
う
の

が
大
き
な
扶
助
費
増
大

の
理
由
と
考
え
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
６
号)

一
般
質
問

一
般
質
問

主
な
議
案

市
が
責
任
を
果
た
し
て
、

適
正
に
職
員
を
確
保
す
べ

き
で
あ
り
、
直
営
を
維
持

す
べ
き

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

新
設
稼
働
か
ら
５
年
が
経

過
し
、
オ
ー
ル
電
化
、
完

全
ド
ラ
イ
方
式
と
い
う
施

設
環
境
に
調
理
員
が
や
っ

と
慣
れ
、
本
年
は
県
学
校

給
食
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

研
さ
ん
を
積
み
、
蓄
積
し

て
き
た
専
門
的
貴
重
な
調

理
業
務
を
、
な
ぜ
あ
え
て

今
、
民
間
委
託
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

昭
和
60
年
に
国
の
臨
調

行
革
に
よ
り
学
校
給
食
業

務
の
合
理
化
方
針
が
出
さ

れ
、
文
部
省
は
地
域
の
実

状
等
に
応
じ
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
職
員
の
活
用
、
共
同

調
理
場
方
式
、
民
間
委
託

等
の
方
法
に
よ
り
、
人
件

費
等
の
経
常
経
費
の
適
正

化
を
図
る
こ
と
の
周
知
徹

底
を
通
知
し
て
き
た
。
戸

田
市
は
、
平
成
22
年
に
、

稼
働
後
10
年
を
目
途
に
民

間
委
託
に
す
る
と
い
う
計

画
方
針
を
決
め
、
こ
れ
ま

で
、
退
職
者
不
補
充
で
パ

ー
ト
化
し
、
学
校
給
食
業

務
の
合
理
化
を
進
め
て
き

た
。
職
員
数
の
適
正
化
で

給
食
の
質
と
安
全
性
の
維

持
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
、「
適
正
」
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

給
食
調
理
員
は
、
成
長

期
に
あ
る
、
味
覚
が
形
成

12月
定例会
12月
定例会

平成28年

11月22日～
　　12月15日

学

生

保

新

さ
れ
て
い
く
時
期
の
子
供

た
ち
に
、
安
心
・
安
全
で

お
い
し
い
給
食
を
提
供
す

る
た
め
の
専
門
職
で
あ
る
。

市
が
し
っ
か
り
と
責
任
を

果
た
し
て
、「
適
正
」
に
職

員
を
確
保
す
べ
き
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
直
営
を

維
持
す
べ
き
と
考
え
、
反

対
す
る
。

花
井 

伸
子　
　議

員

反対討論

細
田 
昌
孝　
　議

員

賛成討論

給食センター調理等業務
民間委託へ

平成28年度～32年度の債務負担行為

ま
た
、
４
日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
14
人
の
議

員
が
活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、

追
加
の
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
お
よ
び
委
員
会
提

出
議
案(

条
例
の
一
部
改
正)

１
件
、
議
員
提
出
議
案

(

意
見
書)

３
件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
を
し
ま

し
た
。

安
全
で
お
い
し
く
、
質
の

高
い
給
食
を
維
持
す
る
た

め
に
も
賛
成

給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間

委
託
化
に
つ
い
て
は
平
成

22
年
12
月
議
会
で
も
報
告

が
あ
り
、
給
食
セ
ン
タ
ー

稼
働
後
10
年
を
目
途
に
民

間
委
託
化
す
る
と
い
う
方

針
で
承
認
が
さ
れ
た
経
過

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
順
次
、

計
画
的
に
進
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。

ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
市
内
９
校
の
学

校
給
食
を
賄
う
非
常
に
重

要
な
施
設
で
あ
り
、
現
状

と
し
て
市
調
理
士
の
退
職

が
進
む
中
で
、
い
か
に
安

定
し
た
人
員
の
確
保
を
行

い
、
安
心
、
安
全
で
お
い

し
い
給
食
、
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
な
ど
を
含
め
、
質
の

高
い
給
食
を
提
供
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。
市

調
理
士
で
あ
っ
て
も
民
間

事
業
者
で
あ
っ
て
も
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
栄
養
士
が

管
理
し
、
学
校
給
食
衛
生

管
理
基
準
に
基
づ
き
調
理

が
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

衛
生
面
等
に
お
い
て
も
問

題
な
い
。
さ
ら
に
、
業
務

委
託
と
な
っ
て
も
、
変
わ

ら
ず
学
校
給
食
業
務
は
市

に
責
任
が
求
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
、
安
全
で
お
い

し
く
、
質
の
高
い
学
校
給

食
を
し
っ
か
り
と
維
持
す

る
た
め
に
も
、
賛
成
す
る
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

19
対
３)

議
場
内
に
お
い
て
雨
漏

り
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

雨
漏
り
の
原
因
を
調
査
す

る
た
め
天
井
裏
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
天
井
裏
に
あ
る

鉄
骨
部
分
に
耐
火
被
覆
材

が
吹
き
付
け
て
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
調
査
し
た

結
果
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
早
期
除
去

を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

お
よ
び
天
井
改
修
工
事
に

係
る
設
計
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
、
新
た
に
計
上
す

る
も
の
で
す
。

議
場
天
井
裏
に

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
物

一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
７
号)

※債務負担行為……将来、地方公共団体が負担する経費について、あらかじめその内容、期間、限度額を予算に定めておくもの。
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